
再
生
エ
ネ
関
連
産
業
を
振
興

滋
賀
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ
実
行
委
員
会
名
誉
会
長
嘉
田
由
紀
子
滋
賀
県
知
事

□
　　■
　　□

　
「
び
わ
湖
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ
」

は
、
環
境
と
経
済
の
両
立
を
基
本
理
念

に
、
持
続
可
能
な
経
済
社
会
の
実
現
を
目

指
し
、
経
済
団
体
、
大
学
、
地
元
自
治
体

が
連
携
し
て
開
催
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
年
で

回
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
の
も
、
こ
れ
ま
で
延
べ
３
８
０
０
者

に
達
す
る
出
展
者
の
皆
さ
ま
と
、
約

万

人
に
及
ぶ
来
場
者
の
皆
さ
ま
に
ご
支
持
い

た
だ
け
た
か
ら
こ
そ
と
、
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
滋
賀
県
で
は
、
琵
琶
湖
の
保
全
を
中
心

に
、
環
境
問
題
に
関
し
て
早
く
か
ら
先
駆

的
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し

た
。

　
今
日
、
東
日
本
大
震
災
や
今
夏
の
関
西

に
お
け
る
深
刻
な
電
力
需
給
問
題
な
ど
を

背
景
に
、
地
域
分
散
型
、
地
産
地
消
型
の

新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
へ
の
構
造
転
換

が
求
め
ら
れ
る
中
、
環
境
産
業
、
と
り
わ

け
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
産
業
が
集
積
し
て
い

る
本
県
と
し
ま
し
て
は
、
そ
の
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
を
い
か
し
、
地
域
で
取
り
組
み
可
能

な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
や

関
連
産
業
の
振
興
を
戦
略
的
に
推
進
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
過
去
最
大
の
出
展
規

模
と
な
る
「
び
わ
湖
環

境
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ
２

０
１
２
」
が
こ
れ
ま
で

以
上
の
成
果
を
得
る
こ

と
を
心
か
ら
期
待
し
て
い
ま
す
。
メ
ッ
セ

開
催
に
向
け
て
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た

関
係
の
皆
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と

共
に
、
こ
の
メ
ッ
セ
が
環
境
産
業
に
お
け

る
新
規
事
業
の
創
出
や
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
の
拡
大
、
さ
ら
な
る
技
術
革
新
の
芽
を

生
み
出
す
、
活
気
あ
ふ
れ
る
商
談
と
交
流

の
場
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
の
ヒ
ン
ト
獲
得
を

滋
賀
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ
実
行
委
員
会
坂
口
康
一
会
長

□
　　■
　　□

　
今
年

周
年
記
念
開
催
と
な
る
「
び
わ

湖
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ
」
は
、

月

日

水

か
ら

日

金

ま
で
の
３
日

間
に
わ
た
り
、
県
立
長
浜
ド
ー
ム
で
開
催

い
た
し
ま
す
。
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
す
皆

さ
ま
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
当
メ
ッ
セ
は
、
「
環
境
と
経
済
の
両

立
」
を
基
本
理
念
と
し
、
環
境
産
業
の
育

成
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
１
９

９
８
年
か
ら
毎
年
開
催
さ
れ
、
環
境
負
荷

を
低
減
す
る
製
品
・
技
術
・
サ
ー
ビ
ス
な

ど
を
対
象
と
し
た
商
談
・
取
引
と
情
報
発

信
・
交
流
の
場
と
し
て
定
着
し
て
き
ま
し

た
。

　
わ
が
国
の
経
済
は
、
昨
年
の
東
日
本
大

震
災
に
よ
り
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
ま

し
た
が
、
復
興
に
向
け
た
懸
命
の
取
り
組

み
に
よ
り
全
体
と
し
て
は
緩
や
か
な
が
ら

回
復
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
円
高
や
デ
フ
レ
の
長

期
化
、
欧
米
の
景
気
停
滞
と
欧
州
の
債
務

問
題
、
さ
ら
に
国
内
で
は
深
刻
な
電
力
不

足
な
ど
多
く
の
不
安
材
料
を
抱
え
て
い
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
環
境
や
エ
ネ
ル
ギ

ー
関
連
の
産
業
は
、
持
続
可
能
な
経
済
社

会
の
確
立
に
向
け
、
次
代
を
担
う
成
長
産

業
と
し
て
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
環
境
関
連
産
業
の
す
そ
野

は
拡
大
し
て
お
り
、
新
規
事
業
創
出
や
技

術
の
高
度
化
・
細
分
化
に
よ
り
、
大
企
業

の
み
な
ら
ず
中
小
企
業
に
と
っ
て
も
大
き

な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
。
こ

う
し
た
環
境
産
業
に
取
り
組
む
企
業
か
ら

の
意
欲
的
な
出
展
に
よ

り
、
今
年
の
出
展
者
数

は
３
０
０
者

企
業
・

団
体

、
小
間
数
で
は

過
去
最
高
の
５
１
０
小
間
と
な
り
ま
し

た
。

　
ご
来
場
の
皆
さ
ま
に
は
、
出
展
企
業
・

団
体
と
の
取
引
や
商
談
の
み
で
な
く
、
最

新
の
環
境
情
報
や
事
業
展
開
の
ヒ
ン
ト
な

ど
を
得
て
い
た
だ
き
、
当
メ
ッ
セ
か
ら
数

多
く
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
実
り
あ
る

成
果
が
生
ま
れ
ま
す
こ
と
を
切
に
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

　

月

日
か
ら

日
ま
で
の
３
日
間
、
滋
賀
県
長
浜
市
の
長
浜
ド
ー
ム
を
会
場
に

「
び
わ
湖
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ
」

主
催
・
滋
賀
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ
実
行
委

員
会

が
開
催
さ
れ
る
。
環
境
先
進
県
と
し
て
知
ら
れ
る
滋
賀
県
で
１
９
９
８
年
か

ら
続
く
同
メ
ッ
セ
は
、
環
境
を
テ
ー
マ
と
す
る
展
示
会
の
中
で
は
今
や
全
国
で
も
屈

指
の
規
模
を
誇
る
。

回
目
に
あ
た
る
今
回
も
ま
た
、
環
境
に
配
慮
し
た
製
品
・
技

術
・
サ
ー
ビ
ス
を
筆
頭
に
持
続
可
能
な
経
済
社
会
の
確
立
に
向
け
た
各
種
の
情
報
・

提
案
が
集
ま
っ
て
い
る
。
入
場
は
無
料
。
開
場
時
間
は

時
―

時

最
終
日
は

時
ま
で

。
主
催
者
で
は
約
３
万
６
０
０
０
人
の
来
場
を
見
込
ん
で
い
る
。

あ
す
開
幕
長
浜
ド
ー
ム
で
３
日
間

１
５
周
年
記
念
開
催

３
０
０
の
企
業
・
団
体
、
集
結
出
展
数
過
去
最
大
規
模
に

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
実
施
２
５
日

　
「
環
境
問
題
の
解
決
」
は

古
く
て
新
し
い
テ
ー
マ
。
資

源
を
利
用
し
各
種
製
品
を
生

産
し
続
け
る
企
業
活
動
と
、

環
境
保
護
と
を
い
か
に
無
理

な
く
共
存
さ
せ
て
行
く
か

は
、
産
業
界
が
か
ね
て
取
り

組
ん
で
き
た
課
題
で
あ
り
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
っ
て
全

世
界
規
模
で
モ
ノ
づ
く
り
が

行
わ
れ
る
中
で
、
ま
す
ま
す

重
要
と
な
っ
て
い
る
。

　
び
わ
湖
メ
ッ
セ
に
と
っ
て

も
「
環
境
と
経
済
の
両
立
」

は
ス
タ
ー
ト
以
来
の
理
念
で

あ
り
、
こ
れ
に
向
け
て
実
に

さ
ま
ざ
ま
な
展
示
が
行
わ
れ

て
き
た
。
加
え
て
環
境
に
か

か
わ
る
技
術
の
発
展
や
普
及

に
つ
い
て
の
取
り
組
み
に
産

官
学
が
一
体
と
な
っ
て
考

え
、
情
報
発
信
し
て
い
く
メ

ッ
セ
の
、
内
外
か
ら
も
評
価

を
得
て
お
り
、
そ
れ
が

年

も
続
い
た
理
由
だ
ろ
う
。

　
東
日
本
大
震
災
と
そ
の
後

の
電
力
供
給
不
安
に
よ
っ

て
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う

問
題
が
極
め
て
切
迫
感
を
持

っ
て
突
き
つ
け
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
い
わ
ば
最
善
の

努
力
を
か
た
む
け
る
目
標
か

ら
、
切
迫
し
た
経
営
問
題
と

な
っ
た
。
と
は
い
え
、
環
境

と
ビ
ジ
ネ
ス
の
両
立
は
難
し

い
と
さ
れ
た
メ
ッ
セ
の
ス
タ

ー
ト
当
初
と
は
異
な
り
、
世

界
的
に
見
て
も
総
じ
て
環
境

関
連
産
業
の
フ
ィ
ー
ル
ド
は

広
が
り
つ
つ
あ
る
。

　
成
長
産
業
と
し
て
の
魅
力

は
多
く
、
そ
し
て
量
産
品
で

は
周
辺
諸
国
に
押
さ
れ
が
ち

な
我
が
国
に
と
っ
て
も
、
積

み
上
げ
て
き
た
技
術
や
ア
イ

デ
ア
を
生
か
す
こ
と
が
で
き

る
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
大

き
い
分
野
だ
。
理
念
と
ビ
ジ

ネ
ス
、
い
ず
れ
に
も
貢
献
で

き
る
こ
の
分
野
の
先
端
に
滋

賀
で
触
れ
ら
れ
る
こ
と
は
大

き
い
。
こ
の
よ
う
な
流
れ
を

背
景
と
し
て
か
、
今
年
は
３

０
０
企
業
・
団
体
、
過
去
最

高
の
５
１
０
小
間
が
集
ま
っ

て
開
催
さ
れ
る
。
近
年
で
も

エ
ポ
ッ
ク
メ
イ
キ
ン
グ
な
年

と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。

　
会
場
内
は
そ
れ
ぞ
れ
テ
ー

マ
ご
と
に
創
エ
ネ
、
省
エ
ネ

・
蓄
エ
ネ
、
環
境
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
・
Ｉ
Ｔ
、
浄
化

水

・
土
壌
・
大
気

、
環
境
土

木
・
環
境
建
築
、
廃
棄
物
処

理
・
リ
サ
イ
ク
ル
、
エ
コ
プ

ロ
ダ
ク
ツ
、
食
と
環
境
ビ
ジ

ネ
ス
、
産
学
官
連
携
、
環
境

啓
発
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
ゾ
ー

ン
分
け
さ
れ
製
品
・
技
術
・

サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
紹
介
さ
れ

る
。

　
ま
た
、
特
設
ゾ
ー
ン
と
し

て
日
韓
広
域
連
合
協
業
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、
環
境
と
健
康
バ

イ
オ
産
業
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
、
新
連
携
・
地
域
資
源
活

用
・
農
商
工
連
携
、
ち
ゅ
う

ご
く
地
域
循
環
・
環
境
型
社

会
形
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
ふ

く
し
ま
環
境
・
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
環
境
産
業
コ
ー
ナ
ー
な
ど

が
設
け
ら
れ
る
。

　
印
象
的
な
ド
ー
ム
会
場
に

は
、
じ
っ
く
り
見
れ
ば
一
日

で
は
終
わ
ら
な
い
多
彩
な
展

示
が
行
わ
れ
る
。
来
場
者
そ

れ
ぞ
れ
に
、
何
ら
か
の
形
で

役
に
立
つ
内
容
が
必
ず
あ
る

は
ず
だ
。

　
例
え
ば
、
多
く
の
製
造
業

に
と
っ
て
喫
急
の
課
題
が
工

場
の
生
産
ラ
イ
ン
の
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
化
。
ト
ー
ホ
ー
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
は
乾
燥
炉
、

水
切
炉
、
焼
き
付
け
炉
な
ど

に
導
入
す
る
タ
ン
ジ
ェ
ン
シ

ャ
ル
シ
ス
テ
ム
を
紹
介
す

る
。
こ
れ
は
装
置
に
均
一
な

流
れ
を
可
能
と
す
る
タ
ン
ジ

ェ
ン
シ
ャ
ル
フ
ァ
ン
を
導
入

し
た
も
の
。

　
風
の
流
れ
が
層
流
で
風
同

士
が
重
な
り
合
わ
ず
、
ス
ム

ー
ズ
で
き
れ
い
に
流
れ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
省
ス
ペ
ー

ス
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
も
貢

献
で
き
る
と
い
う
。

　
機
械
装
置
を
動
か
す
の
に

欠
か
せ
な
い
油
は
、
大
量
に

使
用
す
る
に
は
リ
サ
イ
ク
ル

を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
喜

楽
鉱
業
は
長
年
油
の
リ
サ
イ

ク
ル
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

会
場
で
も
廃
油
リ
サ
イ
ク
ル

と
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
フ

ロ
ー
で
図
説
し
て
い
る
。
さ

ら
に
廃
油
を
Ｌ
Ｓ

再
生

重
油
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
れ

変
わ
ら
せ
る
工
程
や
、
油
系

の
廃
棄
物
の
受
け
入
れ
か
ら

焼
却
ま
で
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ

ク
ル
で
一
貫
処
理
の
工
程
な

ど
も
紹
介
し
て
い
る
。

　
廃
棄
物
処
理
に
は
分
別
し

て
集
め
、
さ
ら
に
運
ぶ
と
い

う
作
業
が
欠
か
せ
な
い
。
イ

ン
タ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
は
リ
サ

イ
ク
ル
資
源
の
分
別
・
収
集

・
運
搬
向
け
容
器
リ
レ
ー
バ

ッ
グ
の
メ
ー
カ
ー
。
今
回
は

大
阪
市
の
「
ベ

ン
チ
ャ
ー
調
達

制
度
」
認
定
を

受
け
た
フ
レ
コ

ン
専
用
台
車

「
コ
ロ
ボ
ッ
ク

ス
」
な
ど
も
展

示
し
、
導
入
メ

リ
ッ
ト
な
ど
も

紹
介
。

　
会
場
で
は
展
示
以
外
に
も

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
興
味
深
い
催

し
も
実
施
を
予
定
す
る
。
長

浜
ド
ー
ム
の
セ
ミ
ナ
ー
室
そ

れ
ぞ
れ
を
使
っ
て
、
同
じ
時

刻
に
行
わ
れ
る
セ
ミ
ナ
ー
も

多
い
の
で
注
意
が
必
要
だ
。

主
な
も
の
を
挙
げ
る
と
、
初

日

日
の

時
半
か
ら
は
嘉

田
由
紀
子
滋
賀
県
知
事
と
李

仁
善
韓
国
慶
尚
北
道
副
知
事

と
の
対
談
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
は
久
保
英
也
滋
賀
大
学

リ
ス
ク
研
究
セ
ン
タ
ー
長
。

時

分
か
ら
は
佐
和
隆
光

滋
賀
大
学
学
長
の
「
日
本
の

電
力
需
給
バ
ラ
ン
ス
と
環
境

と
の
融
和
」
。

　
翌

日
は

時
半
か
ら
カ

ナ
ダ
・
ク
リ
ー
ン
・
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
動
向
セ
ミ
ナ
ー
や
、

中
国
市
場
開
拓
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
が
開
か
れ
る
。
ま
た
、

時
半
か
ら
は
「
社
会
的
責
任

Ｓ
Ｒ

・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

Ｅ
Ｎ

に
つ
い
て
の
環
境

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
。
京
都
大

学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
の

諸
富
徹
教
授
ら
の
講
演
な
ど

が
行
わ
れ
る
。
同
じ
く

時

半
か
ら
は
電
気
自
動
車
活
用

セ
ミ
ナ
ー
が
実
施
。

　
今
回
、
長
浜
ロ
イ
ヤ
ル
ホ

テ
ル

長
浜
市
大
島
町

を

会
場
に
、

周
年
記
念
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
る
の
も

注
目
だ
。

日

時
か
ら
は

同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
基
調
講

演
と
し
て
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
革

命
―
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ス
マ
ー

ト
化
と
ビ
ジ
ネ
ス
の
展

望
」
。
講
師
は
柏
木
孝
夫
東

京
工
業
大
学
特
命
教
授
・
先

進
エ
ネ
ル
ギ
ー
国
際
研
究
セ

ン
タ
ー
長
。

時
か
ら
は
講

演

事
例
発
表

「
ど
う
な

る
？
時
代
を
創
る
ス
マ
ー
ト

ハ
ウ
ス
」
。
事
例
発
表
は
濱

隆
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
取
締
役

常
務
執
行
役
員
。

　
最
終
日
の

日
も
長
浜
ド

ー
ム
で
は
セ
ミ
ナ
ー
が
目
白

押
し
。
知
的
財
産
活
用
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
や
グ
リ
ー
ン
テ

ク
ノ
滋
賀
環
境
性
能
評
価
セ

ミ
ナ
ー

Ｃ
Ｏ
２

削
減
の

「
見
え
る
化
」
を
新
た
な
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に

が
行

わ
れ
る
ほ
か
、
「
地
球
支
援

と
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
可
能
性
」

時
半
―

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
・
カ
フ
ェ

ｉ
ｎ
び
わ
湖
環
境
ビ
ジ
ネ
ス

メ
ッ
セ
な
ど
も
開
か
れ
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
特
設
ス
テ
ー

ジ
で
は
、
会
期
中
に
随
時
出

展
者
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

が
実
施
さ
れ
る
。
持
ち
時
間

は
各

分
で
、
新
製
品
や
新

事
業
、
あ
る
い
は
独
自
の
取

り
組
み
な
ど
を
当
事
者
か
ら

直
接
紹
介
さ
れ
る
。
こ
れ
を

聞
け
る
の
も
、
来
場
者
な
ら

で
は
の
特
権
と
い
え
る
。

▲今
回
の
「
び
わ

湖
環
境
ビ
ジ
ネ

ス
メ
ッ
セ
」
は

周
年
の
記
念

開
催

写
真
は

年
の
会
場

びわ湖環境ビジネスメッセ２０１２

主
催
者
メ
ッ
セ
ー
ジ

（ ） 【広告特集】 ２０１２年 平成２４年 １０月２３日 火曜日 　　


